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１ 研究の目てき 

ぼくの家では、ようち園のころからカブトムシをかっています。カブトムシを育てているなか

でてんきんで住む場所がかわってからせい虫になる時きがおそくなったので、①よう虫はせい虫

になるまでどのくらい土を食べるのか。また気温やオス、メスでちがいはでるのか。②気温によ

ってせい虫になる時きにちがいはでるのか。を調べてみようと思ったからです。 

２ 研究の方ほう 

(1) じゅんびするもの 

① はこ４ことペットボトルに土を入れてよう虫を入れる。（はこ１こに 20 ぴき、ペットボト

ルに１ぴき） 

  ② はこを家の中と外に２こずつ同じようにペットボトル４こずつおく。 

３ 研究のけっか 

 

４ 研究の考さつ 

 (1) カブトムシのせい長や食べるりょうは気温が高い中の方がよかった。 

 (2) 外と中のカブトムシの大きさはあまりかわらなかった。 

 (3) エサを食べたりょうとよう虫の大きさから、よう虫はあたたかい方がせい長し、オスの方が 

少し多く食べることがわかった 

 (4) よう虫は 12 月くらいでほとんど大きくならない。 

(5) 家の中のあたたかい方が早くせい虫になったので、あたたかい場所におくと冬や春にせい虫 

になるかもしれないと思った。 

５ かんそう 

 (1) 来年はもう少し場所（もっとあたたかい所、さむい所）をかえてみたいです。 

 (2) へ屋の中の温度を高くしてカブトムシのせい虫が早く出てくるか調べてみたいです。 

 (3) カブトムシの形や色が少しずつちがっていたので、ぼくが父と母ににているように親子でに 

  るのか調べてみたいです。 
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